
企業間連携先進モデル支援:採択事業者一覧

連携企業・代表企業の子会社等

富士フイルムホールディングス株式会社

富士フイルムヘルスケアマニュファクチャリング株式会社 三重事業所 燃料転換・ボイラー更新

富士フイルムヘルスケアマニュファクチャリング株式会社 花巻事業所 変圧器更新

ダイトーケミックス株式会社 静岡工場 燃料転換・ボイラー更新

サントリーホールディングス株式会社

アルテミラ株式会社 小山工場 変圧器更新

石塚硝子株式会社 本社・岩倉工場 送風機の更新工事

東洋製罐株式会社 千歳工場 低圧空気圧縮機更新

株式会社フジシール 筑波工場 空調機更新工事

レンゴー株式会社 金津工場 給気ファン更新

レンゴー株式会社 利根川事業所製紙工場 真空ポンプ・コンプレッサー更新

山崎工業株式会社 西尾工場 レベラーフィーダー・油圧ユニット更新

株式会社山田メッキ工業所 豊田工場 変圧器更新
3 ●

2

1 ●

●
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No



１.代表企業のScope3削減に向けた取り組み方針 ２．本事業の実施内容の概要

３．サプライチェーン概要と応募者の構成

4．事業内容及び事業効果 （単位:t-CO2/年）

合計 3,545 1,026

11

4

5

6

1 ボイラ設備の燃料転換および更新 R6 3,303 949

設備更新

設備更新と燃料転換組合せ

代表企業の子会社等 - 受電用変圧器の更新（花巻事業所） R6 22同左

同左3

代表企業 富士フイルムホールディングス株式会社

2030年削減目標への取組 2050年削減目標への取組
当社はCSR計画「Sustainable Value Plan2030」において、製品ライフサイクル全体
（Scope1,2およびScope3の中で当社製品に寄与の大きいカテゴリ1,3,4,11,12）による排出
を2030年までに50%削減する目標を掲げている。当社のScope3においてカテゴリ１が約6割を
占めており、サプライヤーに対し当社の脱炭素目標の理解浸透を図るとともに、各サプライヤーの脱
炭素目標とGHG排出削減の課題を調査・把握することで、各サプライヤーの課題に合った削減施
策（省エネルギーや再生可能エネルギー導入等）の指導・支援を進めている。

カテゴリ１削減の取り組みに加え、輸送段階では水素等社会での脱炭素技術の確立および
普及の進捗に合わせた低炭素な輸送手段の選択や、廃棄段階ではより高い循環性能の追
求など、廃棄時のCO2排出の少ない製品・サービスの開発と提供により、バリューチェーン全
体の脱炭素化を進める。

補助
事業
No.

代表企業の子会社等 - ボイラ設備の燃料転換および更新（三重事業所）

対策の種類

設備更新と燃料転換組合せ

参加企業名

富士フイルムホールディングス株式会社

富士フイルムヘルスケアマニュファクチャリング
株式会社 三重事業所

富士フイルムヘルスケアマニュファクチャリング
株式会社 花巻事業所

ダイトーケミックス株式会社

参加の位置付

代表企業

連携企業

事業実施内容

代表企業の子会
社等

連携企業

富士フイルムヘルスケアマニュファクチャリング
株式会社 花巻事業所

サプライチェーン概略図

2

同左

補助事業実施企業名
(ESCO/リース会社/金融機関は対象外)

富士フイルムヘルスケアマニュファクチャリング
株式会社 三重事業所

更新設備の設備所有者
対策前CO2排出

量(年間)

Scope3
カテゴリー

ダイトーケミックス株式会社

参加の位置付け
Scope3
カテゴリ

1

年間CO2削減量

R6 219 66

事業実施
時期

サプライチェーン上の位置付け

Scope3削減目標の設定および削減推進取組

代表企業のグループ会社
代表企業の子会

社等

1

代表企業のグループ会社

代表企業の原材料仕入先

当社グループ会社のScope1,2の削減に寄与する設備更新（ボイラ設備の燃料転換および高効率化、高効率変圧
器への更新）とともに、連携企業である当社原材料サプライヤーの設備更新（ボイラ設備の燃料転換および高効率
化）により当社Scope3カテゴリ1の削減を実現する。本取り組みに対し企業間連携先進モデル支援を活用することで、
両社合わせCO2排出量1,026t/年の削減を見込む。

代表企業

富士フイルムホールディングス株式会社

代表企業の子会社等

富士フイルムヘルスケアマニュファクチャリング株式会社

連携企業

ダイトーケミックス株式会社 静岡工場

原材料納入

三重事業所 花巻事業所



１.代表企業のScope3削減に向けた取り組み方針 ２．本事業の実施内容の概要

３．サプライチェーン概要と応募者の構成

4．事業内容及び事業効果 （単位:t-CO2/年）

1

年間CO2削減量

R7 516,813 29

事業実施
時期

サプライチェーン上の位置付け

包材の購入

包材の製造・販売（缶）連携企業 1

1

1

1

包材の製造・販売（瓶）

包材の製造・販売（缶）

包材の製造・販売（プラスチックフィルム）

サントリー国内バリューチェーン全体のＧＨＧ排出量構成の半分が包材、原料、物流などサプライチェーンに関わるため、
原材料の取引先様のSCOPE1、2、3、すなわち当社にとってSCOPE３のCO2排出削減を推進したい。今回対象とした
事案に対し資金を支援することでGHG排出削減を前進させることが可能となる。

サプライチェーン概略図
連携企業から包材品を購入し、代表企業が製品を充填してペットボトル・缶・瓶飲料として販売している。

包材の製造・販売（段ボール）

2

同左

補助事業実施企業名
(ESCO/リース会社/金融機関は対象外)

アルテミラ株式会社　小山工場

更新設備の設備所有者
対策前CO2排出

量(年間)

Scope3
カテゴリー

東洋製罐株式会社　千歳工場

株式会社フジシール　筑波工場

レンゴー株式会社　利根川事業所製紙工場

参加の位置付け
Scope3
カテゴリ

事業実施内容

連携企業

連携企業

連携企業

石塚硝子株式会社　本社・岩倉工場

包材の製造・販売（段ボール）レンゴー株式会社　金津工場 1

1

3

代表企業 サントリーホールディングス株式会社

2030年削減目標への取組 2050年削減目標への取組

「環境目標2030」で,自社拠点で50%、バリューチェーン全体で30%のGHG排出削減と
（※）いう環境目標を掲げています。(※2019年の排出量を基準）全世界の自社拠点、
ならびに自社拠点以外も含めたバリューチェーン全体でのGHG削減に取り組み、グループ全
体でサステナビリティ経営を推進しています。

サントリーグループでは2014年に策定した「環境ビジョン2050」を2020年に改定。2050年
までにバリューチェーン全体で温室効果ガス排出の実質ゼロを目指す目標を掲げました。省エ
ネルギー活動の推進、再生可能エネルギーの積極的な導入、次世代インフラの利活用および
バリューチェーンのステークホルダーとの協働を通じ脱炭素社会の実現に向けて取り組んでいま
す。

補助
事業
No.

連携企業 1 変圧器の更新

対策の種類

設備更新

参加企業名

サントリーホールディングス株式会社

アルテミラ株式会社　小山工場

石塚硝子株式会社　本社・岩倉工場

東洋製罐株式会社　千歳工場

連携企業

連携企業

参加の位置付

代表企業

連携企業 1 空気圧縮機の更新 R6,R7 925 130

設備更新

設備更新

連携企業 1 送風機の更新 R6 658同左

同左

設備更新

設備更新

連携企業 1 空調機の更新

設備更新連携企業 1 真空ポンプの更新、空気圧縮機の更新

連携企業 1 給気ファンの更新

4

5

6

株式会社フジシール　筑波工場

レンゴー株式会社　金津工場

レンゴー株式会社　利根川事業所製紙工場

同左

同左

同左

合計 520,984 751

R6,R7 492

R6 103

1,993 299

148

R6

35

110

連携企業④

株式会社フジシール

筑波工場

連携企業②

石塚硝子株式会社

本社・岩倉工場

サントリーホールディングス株式会社

グループ内の事業会社にて

飲料品を製造

缶の納品

ガラス瓶の納

品

連携企業①

アルテミラ株式会社

小山工場

連携企業③

東洋製罐株式会社

千歳工場

連携企業⑤

レンゴー株式会社

金津工場

連携企業⑥

レンゴー株式会社

利根川事業所製紙工場

缶の納品

プラスチック

フィルム

の納品

段ボールの

納品

段ボールの納品
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１.代表企業のScope3削減に向けた取り組み方針 ２．本事業の実施内容の概要

３．サプライチェーン概要と応募者の構成

4．事業内容及び事業効果 （単位:t-CO2/年）

合計 51 38

13

4

5

6

設備更新連携企業 1 トランス更新 R6,R7 17同左

3

代表企業 山崎工業株式会社

2030年削減目標への取組 2050年削減目標への取組

山崎工業では、Scope1.2削減だけでなく、サプライチェーン全体でのCO2排出量を明確
にし、2050年カーボンニュートラルを目指し取り組んでいます。
Scope3のCO2削減活動としては使用材料由来のCO2排出量の調査とサプライヤーに
対してカーボンニュートラル取組状況ご調査中。
今後調査結果を集約し削減計画を策定する。

原材料調達から仕入先手配、物流まで含めたサプライチェーン全体で2050年カーボン
ニュートラルを目指します。

補助
事業
No.

代表企業 - プレスレベラー更新とプレスレベラー油圧ポンプインバータ化

対策の種類

設備更新

参加企業名

山崎工業株式会社

株式会社山田メッキ工業所

株式会社山田メッキ工業所

参加の位置付

代表企業

事業実施内容

サプライチェーン概略図

2

同左

補助事業実施企業名
(ESCO/リース会社/金融機関は対象外)

山崎工業株式会社

更新設備の設備所有者
対策前CO2排出
量(年間)

Scope3
カテゴリー

参加の位置付け
Scope3
カテゴリ

1

年間CO2削減量

R6,R7 34 26

事業実施
時期

サプライチェーン上の位置付け

代表企業の後工程表面処理委託加工先連携企業 1

2050年カーボンニュートラルに向け、自社及び仕入先でロスの大きい部分を調査、その中で今回は電気の使用量の
大きいメッキ業の山田メッキ様の大型トランスと弊社大型油圧ポンプ、常時回転しているモーターの設備更新を行う事
で38ton-CO2の削減を図る。

＜代表企業＞

山崎工業株式会社

西尾工場

＜連携企業＞

株式会社山田メッキ工業所

プレス加工品

碧海信用金庫


